


平成３０年度　小・中学校における環境教育の取組み


社会・総合的な学習の時間・図工（第４学年）


テーマ〖　ごみの学習を通じて考える地球環境　〗


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　豊能町立光風台小学校　








≪学習のねらい≫


　・ゴミ処理の学習を通じて、身近な人々の仕事や地球環境の現状を知る。


　・今後の地球環境を改善するために、どんなことが必要かを考え、図工の作品として表現する。





≪学習の流れ≫


　実施時期　　９月　～　１２月


　①社会科のごみの学習を通じて、日々の生活で出るごみの行方や、ごみ処理の仕事に携わる人たちの苦労について知る。


　　実物のパッカー車を見せてもらい、ごみ収集をしている人の話を聞いたり、実際にごみ処理場（国崎クリーンセンター）を見学したりし、そこで学んだ内容をもとにレポートを作成した。それを互いに読みあう活動を通し、友だちの発見や気づきも共有することができた。





　②見学したことをもとに、総合的な学習の時間も用いてグループで新聞を作成した。クリーンセンターでのごみ処理の工夫や、正しいごみの出し方について理解を深めた。





　③ごみの問題から発展し、ごみが地球環境におよぼす影響や、その他の環境問題について授業を行い、その現状を打開するためのアイデアを募集し、図工の作品として形にして、学校行事である作品展に出展した。





≪指導のポイント≫


　■事前にしっかり学習し、質問等を考えた後、ゲストティーチャーの授業を受けたり、社会見学に行ったりした。


　■学習したことや見学したことを整理するため、新聞にまとめさせた。


　■図工の作品作りでは、その作品（環境に役立つ道具）が、どのような役割を持つ道具なのかという点についても考えさせ、「取扱説明書」という形で記述させた。





≪活用したプログラムや教材、ゲストティーチャー　等≫


　豊能町役場の環境課の方々


　社会見学（国崎クリーンセンター）





≪成果≫


　・環境問題に対する意識が高くなり、ごみの出し方を工夫できるようになった。


　・作品作りのときには、ごみの問題以外の視点からも地球環境について考えることができていた。


　・ごみの学習から、身近な人への感謝の気持ちを持つことができた。


　・








